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は、「霞 城 」という画号 を名乗 り、絵 を描 き、
著述をして暮らしていた。甚平の妻 ・ともとの
間には、長男 ・素平(1857〔 安政4〕 年7月25































自分の進むべ き道を教示 して くれる存在だった
と言えよう7)。
2.父 か らの影 響
父 ・斎 藤 道蔵(1871-1949)と 、 母 ・斎 藤 け む
(1874-1962)と の最 初 の 出 会 い は、 「玉 村 町 の
大 きな店 に二 人 で 養i子に はい った 」 と きで あ っ
た。 ところ が、「その 家 は 姑 が きちん と した人 で 、




























































父 は竹 細 工職 人 だ っ た が、 河 川 工 事 の蛇 籠 づ
くりな どで 、 ず い ぶ ん遠 く まで仕 事 に行 っ てい
た よ うで あ る。 け れ ど も幼 い ころ の私 の 記 憶 の
中 の 父 は 、 あ ま り働 き もの で は な か っ た 。 … …
仕 事 に行 くよ う に と母 が 父 に嘆 き く どい てい た
の を、 私 は悲 しい さび しい気 持 で み て い たの を
覚 え てい る。 よ うや くの こ とで仕 事 に 出 か け る
仕 度 を したが 、 急 に 「い か な い」 な ど とい い 出
し、 道 具 を ほ う り出 して 寝 こん で しま っ た父 の
姿 な ど も、淡 い さ び しい記 憶 と して残 っ てい る。
・父 は短 気 な人 間 だ っ た。何 か とい う と大 き
な 声 で怒 りを 出 してい た。 けれ ど も ほん と うの
ところ は気 弱 で涙 もろい 人 間 だ った よ うで あ る。
・父 は母 が 帰 っ て くる(世 間 的 な 交 渉 ご とか
ら:引 用 者 註 〕 ま で、 家 で しょん ぼ り と待 っ て
い る だ け だ っ た。 その くせ 母 が 帰 っ て くる と気















老 い さ らば ひ てな ほ性 卑 しき父 の こ とわ れ も
な りゆ き憎 ま る る にや あ らむ1937年18)
時 に憎 み時 に あ はれ み わ が 父 とロ を利 か ず に
年 を経 に け る1937年19)
荒 々 しき こ と言 ひ なが ら涙 もろ き父 と知 りつ
つ親 しま ざ りき1939年20)
憎 まれ つ つ慾 深 くして密 に父 が貯 へ し金 は も
う幾 ら位 な らむ1940年21)
あ の屋 根 の下 に父 を り と思 へ ど も今 日 は友 ら
とわ が遊 び過 ぐ1948年22)
気兼 しつ つ わ が 家 に 幾 日か い し父 の リヤ カ ー























父親のことを 「能なく憎 まれ過 ぎし」 と言いつ
つも、「素直なりき人間的なりき」と認めた斎藤、






昭..年 にわが父が買ひくれ し時計持 ち三十
四年勤め来 しかな1964年25)
新任教師として佐波郡玉村尋常高等小学校へ




































































































子 に気 が ね しな が ら気 弱 く死 に し父 あ き らめ
の 中 に安 らに死 に ゆ き し母1981年36)
ジ ャガ イ モ と青 き竹 の子 を と もに に しす が し




















年2月13日 に台湾にて病死 している 弟 ・幹
夫 もまた、群馬師範学校を卒業後、群馬県で教




























































格 の 斎 藤 は、 さ ら に3月20日 の 遅 生 まれ だ った
こと もあ って、 「身体 も心 も弱 々 しい 子 ども」 で、
「他 の子 どもとけんか をす ることなどほ とん どで き」
ず 、 「学校 へ い くの が す きで は な か った49)」。 後
の 回 想 で は以 下 の よ う に述 べ て い る 。 少 し長 い
が 引 用 す る。
私 自身 の こ とで振 り返 っ てみ る と、 子 ど もの
とき に非 常 に体 が 弱 か っ たの で す 。 しか も七 つ
上 の 姉 が い て、 姉 の 友 だ ち と ばか り遊 ん で い た
か ら、 大 変 お とな しか っ たの です ね 。 意 気 地 な
しだ っ た わ け です 。 子 ど も仲 間 とい うの は、 意
気 地 な しの や つ を い じめ るの が好 き です ね。 こ
い つ は い じめ が い が あ る と思 う と、 寄 って た
か っ て い じめ る。 私 な んか 大 い にい じめ られ た
わ け です よ。 その い じめ られ た経 験 とい う もの
が 、 な ん か私 自身 を形 成 した とい うふ うな気 が
します 。 人 間 へ の い た わ り とか 、 自分 自 身 をい
とお しむ とか い う もの が、 そ うい う中 で つ くら

















小 学 校 一 年 生 の とき の こ とで あ る。 ・・… ・先生
が まだ こな い と きに、 私 は ひ と りの カ の 強 い 同
級 生 に、 後 ろ か ら床 の上 に不 意 に た た き つ け ら
れ て しま った 。い た くて起 き上 が れず に い る と、
先生 が来 た。 そ して 「こん な と ころ に寝 て い る」
と、 ひ ど くしか られ て しまっ た こ とが あ っ た。
・・私 は そ の と きの 悲 しみ が、 い まで も,.rvの底
に深 く残 って い る 。 … … 悲 しみ だ け は傷 あ との
よ うに残 って い る 。 そ して そ うい う記 憶 が あ る
か ら こそ 、 どん な場 合 で も事 実 を正 確 に 見 な け
れ ば い け な い と い う気 持 も、強 く持 つ よ う に






を先生に 「寝ている」 と勘違いされ叱 られると
いう悲 しい出来事 を通 して、「事実」とは何で
あるか という点に執着するようになった斎藤。
皮肉なことに、斎藤喜博教育思想の根底には、





わ た しは子 ど もの ころ、 雲 の 動 き を一 人 で よ
くみ て い た こ とが あ る。 瞬 間 瞬 間 に さ まざ まに
形 や 色 が変 化 して い くの をみ る のが 楽 し くて な
ら な か った 。 雨 が つ ぎ つ ぎ と落 ち て くる の を
じっ とみ つ め て い る と、 同 じ雨 で あ る の に、 大
きい つ ぶ が あ った り、ノ亅・さいつ ぶ が あ っ た り、
早 く落 ちて くる もの が あ った り、 ゆ っ く り と落
ちて くる もの が あ った り して、 そ れ をみ て い る
と不 思議 で な らな か った。 そ れ らの もの をみ て
い る と きの わ た しは 、他 のす べ て の こ と を忘 れ
て 、 自分 だ け の 一 人 の 世 界 に ひ た って い る の
だ った 。 そ うい う一 人 の世 界 を持 つ こ とに よ っ
て 、 わ た しは ず い ぶ ん人 間形 成 を して きた よ う
に 思 うの で あ る53)。
一 年 生 や二 年 生 の と きに は、 休 み時 間 で もい
つ で もひ と りで 遊 ん で い た。 校 舎 の蔭 に隠 れ る
よ う に して い た り、校 庭 の 南 の は たへ 行 っ て、
ひ と りで水 の流 れ をみ た り して い た。 … …私 は
花 の咲 か な い と き には 、 そ の藤 棚 の 南 で ひ と り
で よ く遊 ん で い た 。 … … ふ だ ん は人 が あ ま りゆ
か な い の で 、 ひ と りで遊 ぶ に は よ い と ころ だ っ






























































































































い だ に 過 ぎな か っ た 。 「高 等 科 に な っ て か ら は
私 は 、 走 りっ こ も早 くな っ た し、行 動 もい く ら
か積 極 的 にな って い た 。 け れ ど もや は り、 内気
で 、 人 の 前 で は は っ き り と 口 の き け な い 人 間
だ った 。 い つ で も 自分 に ひ け 目 を感 じ、 ひ と り
だ け に な っ て い る よ う な子 ど もだ っ た66)」の で
あ る。
【註 】
*『 斎藤喜博全集』(国土社、1969-1971年)、 並 びに『第
二期斎藤喜博全集』(国土社、1983-1984年)か らの
引用 は、 それ ぞれ 『全 集』、 『第 二期全 集』 と記 し
た上で、巻数 とページ数及び原典 を示す にとどめる。
1)拙 稿 「斎 藤喜博教 育思想 の基底 として の前 半生
(1)」 『佛教 大学教 育学部 学会紀要』 第7号 、佛
教大学教育学部学会、2007年 、225-235頁 。
2)「 は じめ に」(『佛教大 学教育学 部学会紀 要』 第7
号、225-228頁)に おいて少 し触れたが、 もう一
度、斎 藤喜博 の前半生 を どの よ うに解釈 し理解
してい くのか ま とめてお きたい。本稿 で重 視す
るの は、斎藤喜博 の前半 生 と後 の教育思想 との
連 関で あ る。第2章 で言 えば、家族 か らの影響
の中 に彼 の教育思想 の源流 を探す こ とに なる。
また第3章 で言 えば、斎 藤の子 ども期 におけ る
経 験が後 の教育思想 とどのよ うに連 関す るのか
を明 らか にす る。斎藤 の教育 思想の基 層 を形成
して いる前半 生の歩 みを辿 るこ とで、我hの よ
く知 る斎 藤喜博 の原点、原動 力 を見 出す ことが
可能 となるであろ う。
前半生 と後の思想 との連 関を分か りやす く表現
した文章 として、た とえば、デ ィル タイ(Wilhelm
Dilthey:1833-1911)の 次 の一節 を引用 して お
きたい。「子供の 頃の あの時 この時 の幼 い生 き生
き とした姿 の記憶の糸 をた ぐる と、ひそか に覚
悟 を し、確 固たる気持 を もって、世 間に向か い
自説 を主張 してい く大人 として の 自分 にまで至
りつ く」(ディル タイ著、 尾形 良助 訳 『精神科 学
におけ る歴史 的世界 の構 成』以文社 、1981年 、
229頁)。
なお、第2章 、第3章 の考察 に当たって は、斎
藤 自身が その前半生 につい て書 いた以下 二点の
回想録 を主 に参考 にす る。
斎藤喜博教育思想の基底としての前半生(II)
・『全集』12、83-443頁(原 典:『可能性 に生 きる』
文藝春秋社、1966年)。
・「少年のころの記憶」『全集』12、1971年、5-82頁 。
「少 年のころの記憶 」は 『全集』12の ため に新
しく書 き下 ろ され た。39年 間の 実践 を終 えた
斎 藤(1969年3月 に校 長職か ら退 いた)の 視
点か ら回想 されて いる。
また、斎藤以外 の他者 が、彼 の前半 生 に触 れた
著書 には以下のものが ある。
・氷 上 正 『斎 藤 喜 博 の短 歌 と人 間』国 土 社、
1974年 。
・笠原肇 『評伝 ・斎藤喜博』一莖書房、1991年 。
3)『 第二 期全 集』11、460-462頁(原 典:『 開 く』第
19集 、明治図書 出版、1978年3月)。
4)「 全 集』1、481頁(原 典:『 教 室記』、鮎 書房、
1943年)。
5)『 全 集』12、117頁(原 典:『 可能性 に生 きる』文
藝春秋社、1966年)。 斎藤は、著書 『教室記』の
後記 において、「この本がで きた ら……一冊 を祖
父 の霊 前 に捧 げたい と思 う」 とまで記 してい る
(『全集』1、481頁 〔原典:『 教室記』〕)。
6)「 少年の ころの記憶 」『全集』12、14頁 。
7)笹 本正樹 は次 のように言 ってい る。「斎藤喜博 に
とって、祖父 の霞城 はみ えざ る教 師で あった、
と同時 に彼 の成 るべ き人 間像 の道標 と して の役
割 を果 た したの であ る」 と(笹 本正樹 「斎藤喜
博 の短歌 と教育」『香川大学 教育学 部研 究報告』
第1部64、1985年3月 、6頁)。
8)「 少年の ころの言モ臆 」『全 集』12、13頁 。藤 岡在 で
暮 らしていた二人 は、 その後、川井 に小 さな家
を建 て、そ こに住 む ようになった。 これが、斎
藤喜博 の生家 となる。
9)「 少年 のころの記憶」『全集』12、10頁 。
10)同 上、13頁 。
11)斎 藤喜博 が生 まれた1911(明 治44)年3月20日
の時点 で、父 ・道蔵41歳 、母 ・け む38歳(ど ち
らも数 え年)で あった。
12)「 少年 のころの記憶」『全集』12、14頁
13)同 上、10-11頁 。 「姉が嫁 ぐときな ども、いろ り
の前で、 ひ とりで しょんぼ りと涙 ぐん でいた」
(「少年 の ころの記 憶」『全 集』12、9頁)と い う
か ら、道蔵 が、子 どもの こ とを本 当に愛 してい
た父親には違 いないので ある。
14)『全 集』12、88頁 。(原 典:『 可能性 に生 きる』)。
15)「 少年 の ころの記憶 」『全 集』12、26-27頁 。 こう
した道 蔵か らの禁 止事 項 を列挙 す るだけで は、
まるで権威主義 的な父親 の ようにも映って しま
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いがちであ るが、決 してそ うで はない。む しろ
道蔵 を含め斎 藤家 の場 合、権威 主義的傾 向、あ
るいは家父長主 義的傾 向は ほとん どない と言っ
てよい。それというの も、第1章 で触 れたように、
上州 に は 「カカア殿下」 とい う独 自の風土 、風
習が あ り、その ため母親が家庭 内でかな りの実
権 を握ってい るか らで ある。道蔵 に して も、 け
むの存在 な くしては父 た り得 ない とい った感が
あ る。
16)「 少年の ころの記憶 」『全 集』12、9頁 。
17)氷 上正 は、「父 との相剋 と嫌悪感、 それは、性格
や ものの考 え方 の違 い による ものであ りなが ら
も、世代 の断層 もあったの か も しれない」 と考
察 してい る(氷 上正 『斎 藤喜博 の短歌 と人 間』
国土社 、1974年 、61頁)。










26)「 少年 のころの記憶」『全集』12、56頁 。
27)「 全 集』1、44頁(原 典:『 教 室愛』三崎 書房、
1941年)。
28)『 全集』9、291頁(原 典:『 私 の授業観』明治図
書 出版、1969年)。
29)斎 藤 は、心か ら母 を信頼 して いた ようであ る。
とりわけ父 との不和が長 く続 いたこともあ って、
余 計 に母 との結 びつ きが強 固だ ったのか もしれ
ない。この こ とは、斎 藤が 母の こ とを詠 んだ短
歌 を見 るだけで も一一 父のそ れ とは明 らかな違
いがあるこ とを 了解 で きるだ ろう。「子供の
如 く背中 まるめてね む りい る母 を見 るか な夜 半
に帰 りて」(1941年)、 「ふ る さとの母 を思 ふにす
ぎゆ きの ただにはか な しとわれ は思ひつ」(1947
年)、 「石河 原 ひ らき乏 し くささげ植 うわが母 が
苦 しみつ くり来 し畑」(1948年)。
30)「 少年の ころの記憶」『全集』12、60-61頁 。
31)同 上、10-11頁 。他 にも回想録 には次の ようにあ
る。母 親の生 家に は 「剣術 の巻物 が伝 わってい
たが、女 の子 ばか りなので剣術 を習 うものが な
か った。そ れで母 は子 ど もの と きに、剣術 の先
生 の ところへ住 み込み で習い にや らされたが、
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逃げて帰 って しまった」(「少年のころの記憶 」『全
集』12、10頁)。 も しかす る と、母親は行 き当た
りばった りの性 格 だった と同時 に、世に背 を向
けて生 きているところがあ ったのか もしれ ない。
32)『 全集』1、389頁(原 典:『 教室記』)。
33)こ の時期 は、彼 が 「村 へ の十年 の約束」 を果た
し島小(境 町立 島小学校)校 長 を辞 める つ も り
でい た時期 に当た る。 しか し、結局 は、 ちょう
ど1月 ごろか ら村の若 い母親 たちが 次hと 彼 の
ところを訪れ、 「もう一年 だけいて くだ さい」 と
希望 してい き、 「また、 四月か らは、近代 映画協
会 が、一年 間はいって、島小 の記録 映画 を とる
とい うこ とも引 き受 け たので」、斎藤 は、「つ ら
くも堪 えて、 も う一年 い ようと決心 した」ので
ある(『全集』11、583-585頁 〔原典:『 島小物語』
麦書房、1964年 〕)。
34)次 姉の死の際(1976〔 昭和51〕 年)に 、斎藤は、
「十月二十 四 日姉死す」 と題 して五つ の短 歌 を詠
んでい る。




38)「 少年の ころの記憶 」『全 集』12、18-19頁 。
39)同 上、16頁 。
40)宮 川静一 郎は1890(明 治23)年 、群馬県 甘 楽郡
福 島町の農家 に生 まれる。1911年3月 に群 馬県
師範学 校 を卒業。 同年4月 よ り岩平小 学校 首席
訓導 となる。 その後、岩平小、新 屋小 で6年 間
経験 を積み、1917年4月 群馬県 女子 師範学校 附
属小学 校訓導へ。 当時、五段 階教 授法 を採 る男
子 師範 学校 附属小 学校 に対 し、女 師附小 は新 教
育の研究 を始め ていた。それは 「授 ける」とい う
静的学習ではな く、「自ら学ぶ」 という動的教育 の
研究であった。1920年 、29歳 で利根郡川場 村 の小
学校長 に、1923年 には及 川平治(1875-1939)の
理論 を もとに した動的教育 の実践 校、佐波 郡剛
志小学校 の校 長になる。 そして1926年 、玉村小学
校の校長 になってか らは、木下竹次(1872-1946)
の 「合科 学習」 をも とに した 「未分 科学 習」の
実践 を行 った。1930年 、そ の ような宮川 の もと
に新任教 師 と して斎藤 は赴 任 した。宮 川 との 出
会い に よって大正新教 育の一端 に斎藤 が触 れ る
こと とな り、彼の教 育観 は もちろん、人 間観そ
の ものに まで影響 を及 ぼ した ことは想 像 に難 く
ない。詳 しくは今後 の考察 に譲る。
宮川について詳細 は以下 の ものを参 考 とした。
・群 馬県教 育史研 究編 さん委員会 ,群馬県教育 セ
ンター編 『群馬県 教育 史』第3巻 、群馬 県教
育委員会、1974年 。
・唐澤富太郎編著 『図説教 育人物 事典』下巻、ぎ ょ
うせ い、1984年 、130-134頁 。
・野 瀬薫 「〈研 究ノー ト〉戦 前期 にお ける斎藤喜
博 の教育実践 の形成 と大 正新教 育の影響」『教
育 学 研 究』第62巻 第4号 、 日本 教 育 学 会、
1995年12月 、358-365頁 。
41)『 全 集』12、102頁(原 典:『 可能性 に生 きる』)。
42)野 瀬薫、前掲 論文。 ある いは、横 須賀 薫 『斎藤
喜博 人 と仕事』(国土社、1997年 、21-22頁)を 参
照。
43)『 全 集』12、87頁(原 典:『 可能性 に生 きる』)。
斎 藤が早 い時期か ら教 職 を夢見 て いたこ とは確
かであ るが、他 に もい くつか の進路が彼 の前 に
は示 されていた。た とえば、斎藤が尋常科のころ、
「東 京のある家の書生になれ ば、大学 まで 出 して
くれる とい う話があった」。そ こで彼 は、一時、
中学受験勉 強 を志 すので あるが、結局 はその道
には行 かなか った。回想 には次 の ように書 か れ
ている。「けれ ども私 は、やは り学校 の先生 にな
りたか った。書生 に なる こ ともいやだった し、
姉 や兄 が教 師 だったので、教師へ のあ こがれ を
強 く持 っていたか らだった。そ れで私 は中学 の
受 験 を しない こ とを先生 に申 し出 した。高等科
へ 進み、師範 学校 を受 験す る気持 になってい た
のだった」 と(「少年 のころの記憶 」『全集』12、
70-71頁)。 あるいは、「岩倉鉄道学校へ の進学す
す め し父 の こ と貧 し き記 憶 の 中 に思 い 出づ」
(1970年)と い う短歌 があ る。いずれ にせ よ、斎
藤 の両 親は、彼 の立 身出世 を願 って いた ようで
ある。「親たち も私 に仕事 をさせ ようとは してい
なかった。学校 の勉 強をするこ とだけをのぞみ、
過 大 に子 どもの私 の将来 に期待 をかけてい るよ
うだった」(「少年 のころの記憶」『全 集』12、59頁)。
44)斎 藤 は、妹 ・ヒデ子 に関す る回顧的叙述 をほ と
ん ど残 してい ない。唯一、何首 か の短歌 を残 し
ているのみである。
45)「 少年の ころの記憶」『全 集』12、18頁 。
46)『 第二期全 集』12、46頁(原 典:『 草 と木 と人 間
と』)。
47)「 少年の ころの記憶」『全 集』12、18-19頁 。ただ し、
一方 で 「案外 に気 の強い ところ も
、強情 なとこ
ろ もあった……また向 こ うみず で無鉄砲 なとこ
ろ もあった」 とも言 い、 よく知 られ てい るよ う
な芯 の通った斎藤 の気 質 も少 なか らず持 ち合 わ
斎藤喜博教育思想の基底としての前半生(II)
せ ていた こ とはた しかであ る。 た とえば、 けん
か にな り斎藤 を殴って逃 げた真 ちゃん を追 いか
け無 言で殴 り返 した とい う回想 や、川原で遊 ん
で いた時 に近 くに降 りて きた飛行機 に何 とか し
て触 ってみたい と思い、 「とうとう縄 〔人が近づ
けない ように張ってある縄:引 用者 註〕を くぐっ
て 中へ はいって行 き、翼 をたたいてみた」(「少年
の ころの記憶」『全集』12、18-20頁)と い う回想
か ら彼 の強情 ぶ りが窺 える。 また烏 川向 こうの
埼玉 県側の河 原で花火 大会が あった 日、有料 の
渡 し舟 には乗 らず、着物 を頭 の上 にのせ裸 になっ
て川 を渡 ろう としたが、途 中で溺 れそ うになっ
た とい う話一一泣 き声 を聞いた渡 し船の船頭が
助 けに来 たことで、大事 には至 らなかった(「少
年の ころの記憶 」『全集』12、22-23頁)か ら
は、彼 の無鉄砲ぶ りが了解 で きるであ ろ う。強
情 な気 質 と無鉄砲 ぶ りは、父 母か らの影響 に よ
る もの と思 われるが、 ともか くこ うした性 向が
人前 に表れ、信念 を決 して 曲げ ない斎 藤 として
特徴 づけ るのは、ず いぶん と後 まで一一30歳 を
過 ぎるまで 待たねばな らない。
48)「 少年の ころの記憶」『全集』12、16頁 。
49)同 上、41頁 。
50)斎 藤喜博、林竹二 『対話子 どもの事実』筑摩書房、
1978年 、11頁 。
51)『 全集』14、203頁(原 典:『 君の可能性』筑摩書
房、1970年)。 一年生の時の担任 は和 田光太郎先
生 であった。和田先生 は 「謹厳な先生」であった
が、他 方で 「逸話 を残 す にふ さわ しい ような先
生」、「どこかのん きで、暖い ところのある先生」
(「少 年の ころの記憶 」『全 集』12、41頁)だ った
らしく、そのた め余 計 に、先 生に理解 して も ら
えなか った とい う想 いが募 ったのか もしれない。
52)子 ども期斎藤が 「気弱い」、「無気力 な」性格 であっ
た とい う点は、彼の人間形成過程 を理解 する上 で
たいへ ん重要な点である。なぜ なら、後年(1964
年)、 「生 きた人 間 と人 間の接触 」の中 で 「衝撃
を受け た り、 はっき りした り、否 定 された りし
なが ら、瞬間瞬 間に創造が 生 まれ、 目先が明 る
くな り、その こ とに よって 自己 を拡大 した り変
革 した りしなが ら、それ ぞれ の持 ってい る可能
性が引 き出されてい く」(『全 集』6、53頁 〔原典:
『授 業の展 開』 国土社、1964年 〕)の だ と主張す
る斎藤 か らす れば、 「気弱 い」、 「無気力 な」子 ど
も期 の彼 はまるで別人 であ り、そ のこ とか ら彼
の人間形成 過程 にお いて、い ったい何 が変化 し




53)「 教 師の自由 と責任」『全集』10、228頁 。
54)「 少年 のころの記憶」『全集』12、42-43頁 。
55)群 馬県 史編 さん委員会編 『群馬県史 通史編』9、
1990年 、188頁 。
56)同 上、187頁 。群馬県教育 における 自由画教育の
広 ま りを物 語 るのは、 ク レヨンの急速 な普及で
ある とい う。 ク レヨンを手 に した 「子 ど もたち
は色 を喜 び、 自由に容易 に色塗 りがで きる よう
になった」。 もちろん、 こ うした動 きの背景 には
「児童 の個性 を尊 重、児童 中心の 自学 自習の重視
とい う大正新教育 の流れ」があ った。




61)斎 藤 は、高等科 一年 のは じめに、少 しの間だが
桐 生東高等 小学校へ 通 った。詳 しい事情 は分か
らないが、兄 ・英一 が桐生 北小学校 の教 師 をし
てい た関係 で、斎 藤が しば らくの 間、兄夫婦 の
借 家 にあず け られていた よ うで ある。 その後す
ぐに、 また芝根小学校へ戻 っている。 ちなみ に、
この 当時、次 姉 ・つる は桐 生南小 学校 の教 師 を
して い た(「 少 年 の ころ の 記 憶 」『全 集 』12、
74-75頁)。
62)「 少年 のころの記憶」『全集』12、73頁 には以下の
ようにある。「朝鮮 人が攻 めて くるとい ううわさ
が村 に伝 わって きた。 うわ さにつづ いて、朝鮮
人が井戸へ毒 を入れ るか ら井戸 に蓋 をする よう
に とい う指 令が きた りしたので、 どこの家で も
あわ てて井 戸 に筵 をか けた り、板 で蓋 を した り
した。… 村 に 自警 団がつ くられ た。 自警 団の
人た ちは、何 人かずつ で組 んで、夜 も昼 も村 を
回ってい た。 そ してみ なれ ない人 間が はいって
くると、朝鮮 人で はないか とい って詰 問 した り
した。」この ような事 態の顛末 は藤 岡事件へ と発
展 した。
63)「 少年のころの記憶」『全集』12、73頁 。
64)同 上、77-78頁 。
65)同 上、75-76頁 。
66)同 上、78頁 。
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